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Fish Fauna in the Coastal Area of Kurahashi Island, Seto Inland Sea, Japan
Norio ShImIzu1, Tatsuru KAdoTA2,3, miyuki TSuboI2 and Yoichi SAKAI4
要旨：瀬戸内海の倉橋島において，潜水センサスによる魚類相の周年調査を行った。本調査により，8 目 29 科 53
種の魚類を確認した。これらは周年定住種 16 種，季節的定住種 37 種に分けられた。近年，瀬戸内海で報告されて
いる暖海性魚類と思われる種は確認されなかった。月毎の出現魚種数は，9・10 月の 41 種が最多であり，1・2 月




Abstract: We conducted a year-long underwater census to survey fish fauna on a reef off Kurahashi Island in the Seto 
Inland Sea. A total of 53 species (8 orders, 29 families) were recorded; 16 species were residents, 37 were seasonal 
residents. No tropical/warm-temperate fish were confirmed. The total number of fish species (41) peaked in September 
and October, but drastically decreased to just 18 species in January and February because of the disappearance of most 
seasonal residents. These seasonal residents appeared to be prevented from continuing residence in the central part of the 
Seto Inland Sea because of the low water temperature in winter.
Keywords: Fish fauna, Global warming, Hiroshima Prefecture, Reef fish, Seto Inland Sea
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に伴いソウシハギ Aluterus scriptus やミノカサゴ 
Pterois lunulata，キンチャクダイ Chaetodontoplus 
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（北緯 34°06′， 東経 132°30′）にて， 2007 年 11 月－











さ 20m の調査ラインを計 3 本水中に設置した。調査
ラインは水深 10m 以浅に設置し（砂地 5-7m, 岩場














メバル Sebastes inermis は本調査期間中に，Kai & 
図 1　調査地点の略図（34°06′N, 132°30′E）。
本浦湾を示す図中（左図）の数値は，水深（m）を示す。
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Nakabo（2008）により，アカメバル Sebastes inermis，




































　本調査により，8 目 29 科 53 種の魚類を確認した 
（表 1，図 2）。科別に見てみると， ハゼ科 11 種が最も





marmoratus， メ バ ル Sebastes inermis， ハ オ コ ゼ
Hypodytes rubripinnis， クジメHexagrammos agrammus，
ウミタナゴ Ditrema temmincki，スズメダイ Chromis 
notata notata， コ ブ ダ イ Semicossyphus reticulates, 
ホシササノハベラ Pseudolabrus sieboldi，セトヌメリ 
Repomucenus ornatipinnis， キ ヌ バ リ Pterogobius 
elapoides，チャガラ Pterogobius zonoleucus，ニシキ
ハ ゼ Pterogobius virgo， ス ジ ハ ゼ Acentrogobius 
pflaumii，ホシノハゼ Istigobius hoshinonis，アミメハ
ギ Rudarius ercodes，クサフグ Takifugu niphobles の
16 種であり，周年定住種（Y）と認められた。季節
的定住種（S）にはイシダイ Oplegnathus fasciatus， 
メ ジ ナ Girella punctata， ニ ジ ギ ン ポ Petroscirtes 
breviceps，イカナゴ Ammodytes personatus，ゴンズイ
Plotosus lineatus，スズキ Lateolabrax japonicus，ブリ
Seriola quinqueradiata，マダイ Pagrus major など 37
種がそれぞれ分類された（図 3）。
　魚類群集の月別総種数に明確な季節変化が見られ
た。出現魚種数は，1・2 月の 18 種（季節的定住種 2 種）
を最少として，9・10 月の 41 種（季節的定住種 25 種）
が最多を記録した（図 4）。1・2 月の全出現魚種の内，
季節的定住種が占める割合は，9・10 月のそれと比べ，
有意に低かった（χ2 test: χ2 = 12.5, df = 1, P < 0.01）。
本調査海域の年間水温は，中央値 17.8℃（range 10.0-
27.8，n = 12）であった。上述の出現魚種数が最少の 1・




430 種であり，本調査の 53 種は，すべてこのリスト
に含まれた（分類上の再検討が行われたと思われるハ














である。また，ヒメハゼ Favonigobius gymnauchen も
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　　和　　名 　　　学　　名 確認方法
ウナギ目 ウミヘビ科 ホタテウミヘビ Pisodonophis zophistius 調査ライン周辺
ニシン目 カタクチイワシ科 カタクチイワシ Engraulis japonicus 調査ライン周辺
ナマズ目 ゴンズイ科 ゴンズイ Plotosus lineatus 調査ライン周辺
ボラ目 ボラ科 ボラ Mugil cephalus cephalus 調査ライン周辺
カサゴ目 フサカサゴ科 カサゴ Sebastiscus marmoratus 調査ライン
メバル Sebastes inermis 調査ライン
コウライヨロイメバル Sebastes longispinis 調査ライン周辺
ハオコゼ科 ハオコゼ Hypodytes rubripinnis 調査ライン
アイナメ科 クジメ Hexagrammos agrammus 調査ライン
アイナメ Hexagrammos otakii 調査ライン
カジカ科 アサヒアナハゼ Pseudoblennius cottoides 調査ライン
アナハゼ Pseudoblennius percoides 調査ライン
スズキ目 スズキ科 スズキ Lateolabrax japonicus 調査ライン周辺
アジ科 ブリ Seriola quinqueradiata 調査ライン周辺
マアジ Trachurus japonicus 調査ライン
タイ科 クロダイ Acanthopagrus schlegelii 調査ライン
マダイ Pagrus major 調査ライン周辺
キス科 シロギス Sillago japonica 調査ライン
ウミタナゴ科 ウミタナゴ Ditrema temmincki 調査ライン
スズメダイ科 スズメダイ Chromis notata notata 調査ライン
イシダイ科 イシダイ Oplegnathus fasciatus 調査ライン周辺
メジナ科 メジナ Girella punctata 調査ライン周辺
ベラ科 コブダイ Semicossyphus reticulatus 調査ライン周辺
オハグロベラ Pteragogus aurigarius 調査ライン
ホシササノハベラ Pseudolabrus sieboldi 調査ライン
キュウセン Halichoeres poecilopterus 調査ライン
ホンベラ Halichoeres tenuispinis 調査ライン
タウエガジ科 ダイナンギンポ Dictyosoma burgeri 調査ライン周辺
イカナゴ科 イカナゴ Ammodytes personatus 調査ライン周辺
ヘビギンポ科 ヘビギンポ Enneapterygius etheostomus 調査ライン
イソギンポ科 ナベカ Omobranchus elegans 調査ライン
ニジギンポ Petroscirtes breviceps 調査ライン
ネズッポ科 セトヌメリ Repomucenus ornatipinnis 調査ライン
ハゼ科 サビハゼ Sagamia geneionema 調査ライン
ニクハゼ Gymnogobius heptacanthus 調査ライン周辺
キヌバリ Pterogobius elapoides 調査ライン
チャガラ Pterogobius zonoleucus 調査ライン
ニシキハゼ Pterogobius virgo 調査ライン周辺
ヒメハゼ Favonigobius gymnauchen 調査ライン周辺
スジハゼ Acentrogobius pflaumii 調査ライン
アカオビシマハゼ Tridentiger trigonocephalus 調査ライン
ホシノハゼ Istigobius hoshinonis 調査ライン
イソハゼ Eviota abax 調査ライン
アカイソハゼ Eviota sp.2 調査ライン周辺
アイゴ科 アイゴ Siganus fuscescens 調査ライン
カマス科 アカカマス Sphyraena pinguis 調査ライン
カレイ目 ヒラメ科 セトウシノシタ Pseudaesopia japonica 調査ライン周辺
カレイ科 マコガレイ Pleuronectes yokohamae 調査ライン
フグ目 カワハギ科 アミメハギ Rudarius ercodes 調査ライン
ウマヅラハギ Thamnaconus modestus 調査ライン
カワハギ Stephanolepis cirrhifer 調査ライン周辺
フグ科 コモンフグ Takifugu poecilonotus 調査ライン
クサフグ Takifugu niphobles 調査ライン
総種数：53 種
表 1　倉橋島で確認された魚類リスト
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25　ホンベラ 26　ダイナンギンポ 28　ヘビギンポ
29　ナベカ 30　ニジギンポ 31　セトヌメリ 32　サビハゼ
33　ニクハゼ 34　キヌバリ 35　チャガラ
37　ヒメハゼ 38　スジハゼ 39 アカオビシマハゼ
36　ニシキハゼ
40　ホシノハゼ
41　イソハゼ 42　アカイソハゼ 43　アイゴ 44　アカカマス
45　セトウシノシタ 46　マコガレイ 47　アミメハギ 48　ウマヅラハギ
49　カワハギ 50　コモンフグ 51　クサフグ
Halichoeres tenuispinis Dictyosoma burgeri Enneapterygius etheostomus 
Omobranchus elegans Petroscirtes breviceps Repomucenus ornatipinnis Sagamia geneionema
Gymnogobius heptacanthus Pterogobius elapoides Pterogobius zonoleucus
Favonigobius gymnauchen Acentrogobius pflaumii Tridentiger trigonocephalus
Pterogobius virgo 
Istigobius hoshinonis
Eviota abax Eviota sp.2 Siganus fuscescens Sphyraena pinguis
Pseudaesopia japonica Pleuronectes yokohamae Rudarius ercodes Thamnaconus modestus
Stephanolepis cirrhifer Takifugu poecilonotus Takifugu niphobles
27　イカナゴ
Ammodytes personatus
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に注目すべきはニジギンポ Petroscirtes breviceps であ
る。本種は西部太平洋の熱帯～温帯に分布する種であ
る（Nakabo, 2002）。本調査では，12 月に幼魚と成魚






























る。9・10 月の総種数 41 種のうち季節的定住種 25 種
は，その約 61％を占めたが，冬期には総種数 18 種中，




















Chaetodontoplus septentrionalis（1998 年 8 月 1 日，9
月 13 日，10 月 4 日，10 月 10 日）も長期間にわたり
確認されている。暖海性魚類ではないが，この他にも，
メガネカスベ Raja pulchra（2005 年 6 月 23 日），マ
アナゴ Conger myriaster（1998 年 12 月 12 日），マエ
ソ Saurida sp.2（1998 年 9 月 13 日 ）， ヨ ウ ジ ウ オ
Syngnathus schlegeli（2001 年 9 月 1 日），オニオコゼ
Inimicus japonicus（1998 年 9 月 13 日，1998 年 12 月
12 日，1999 年 10 月 17 日，2002 年 12 月 14 日），マ
ゴチ Platycephalus sp.2（1998 年 8 月 23 日），セトカ
ジカ Astrocottus matsubarae（2005 年 3 月 5 日），ク
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ラカケトラギス Parapercis sexfasciata（2002 年 12 月
2 日），イソギンポ Parablennius yatabei（2002 年 10
月 6 日），ヒラメ Paralichthys olivaceus（2002 年 12
月 17 日，2005 年 3 月 5 日 ）， イ シ ガ レ イ Kareius 





































魚の種類組成．J. Fac. Fish. Anim. Husb., Hiroshima Univ., 
16，107-114.
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